
 令 和 ８年 ５月 ２１日 

経 済 港 湾 委 員 会 資 料 

港 湾 空 港 局 

 

令和７年 北九州港 港湾統計概要（確定値）について 

 

令和７年に北九州港と内外諸港との間に出入りした船舶、貨物、人員などの利

用状況を、統計法に基づく港湾調査規則により調査した結果を報告する。 

 

１ 海上出入貨物量 
(単位：トン) 

  令和７年 令和 6 年 増 減 構成比 前年比 

総  計 97,447,372 100,634,094 ▲3,186,722 100.0% 96.8% 

外国貿易 

輸 出 5,563,427 5,421,821 141,606 5.7% 102.6% 

輸 入 18,145,674 19,090,037 ▲944,363 18.6% 95.1% 

合 計 23,709,101 24,511,858 ▲802,757 24.3% 96.7% 

内国貿易 

移 出 35,284,477 36,600,445 ▲1,315,968 36.2% 96.4% 

移 入 38,453,794 39,521,791 ▲1,067,997 39.5% 97.3% 

合 計 73,738,271 76,122,236 ▲2,383,965 75.7% 96.9% 

 

国内他港との比較（速報値）では、 

１位：名古屋 ２位：千葉 ３位：横浜 ４位：苫小牧 ５位：北九州   

海上出入貨物量の推移
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２ 入港船舶 
（単位：隻・総トン） 

  令和７年 令和 6 年 増 減 構成比 前年比 

隻 数 

外航船舶 3,146 3,172 ▲26 6.8% 99.2% 

内航船舶 43,406 43,510 ▲104 93.2% 99.8% 

合 計 46,552 46,682 ▲130 100.0% 99.7% 

総トン数 

外航船舶 45,340,616 45,163,317 177,299 47.0% 100.4% 

内航船舶 51,211,829 52,935,937 ▲1,724,108 53.0% 96.7% 

合 計 96,552,445 98,099,254 ▲1,546,809 100.0% 98.4% 

３ コンテナ貨物量 

（１）外貿・内貿別  
(単位：TEU) 

  令和７年 令和 6 年 増 減 構成比 前年比 

総  計 526,233 522,614 3,619 100.0% 100.7% 

外 貿 

コンテナ 

輸 出 214,196 209,708 4,488 40.7% 102.1% 

輸 入 209,531 211,151 ▲1,620 39.8% 99.2% 

合 計 423,727 420,859 2,868 80.5% 100.7% 

内 貿 

コンテナ 

移 出 52,003 52,108 ▲105 9.9% 99.8% 

移 入 50,503 49,648 855 9.6% 101.7% 

合 計 102,506 101,755 751 19.5% 100.7% 

 

国内他港との外貿コンテナ比較 (速報値)では、 

 １位：東京 ２位：横浜     ３位：名古屋     ４位：神戸 

 ５位：大阪      ６位：博多 ７位：北九州 ８位：清水 

コンテナ貨物量の推移
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（２）地区別 
(単位：TEU) 

  令和７年 令和 6 年 増 減 構成比 前年比 

合  計 526,233 522,614 3,619 100.0% 100.7% 

門司地区 447,358 453,394 ▲6,036 85.0% 98.7% 

小倉地区 4 26 ▲22 0.00% ― 

若松地区 78,871 69,194 9,677 15.0% 114.0% 

４ フェリー 

（１）貨物量 
(単位：トン) 

  令和７年 令和 6 年 増 減 構成比 前年比 

合  計 49,882,835 52,928,295 ▲3,045,460 100.0% 94.2% 

移  出 24,146,650 25,753,275 ▲1,606,625 48.4% 93.8% 

移  入 25,736,185 27,175,020 ▲1,438,835 51.6% 94.7% 

国内他港との比較（速報値）では、 

１位：苫小牧  ２位：北九州  ３位：青森  ４位：函館  ５位：神戸 

 

（２）乗降客数 
 (単位：人) 

  令和７年 令和 6 年 増 減 構成比 前年比 

合  計 1,064,091 1,103,623 ▲39,532 100.0% 96.4% 

移  出 537,341 554,531 ▲17,190 50.5% 96.9% 

移  入 526,750 549,092 ▲22,342 49.5% 95.9% 

フェリー貨物量の推移
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海上出入貨物量（内訳） 

 

（１）相手国（地域）別                                        

順位（前年） 国・地域 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

１(1) オーストラリア 7,799,940 8,616,092 ▲816,152 32.9% 90.5% 

２(2) 中  国 5,605,863 5,074,669 531,194 23.6% 110.5% 

３(3) 韓  国 2,886,174 3,097,933 ▲211,759 12.2% 93.2% 

４(4) 台  湾 1,173,904 1,362,560 ▲188,656 5.0% 86.2% 

５(6) インドネシア 1,129,766 811,259 318,507 4.8% 139.3% 

６(10) ベトナム 701,932 520,633 181,299 3.0% 134.8% 

 その他 4,411,522 5,028,712 ▲617,190 18.6% 87.7% 

合計 23,709,101 24,511,858 ▲802,757 100.0% 96.7% 

《主な増減理由》 
1 位のオーストラリア（▲9.5%）は、主に石炭、LNG の輸入が減少したことによる。 
2 位の中国（+10.5%）は、主に鉄鉱石、コークスの輸入が増加したことによる。 
3 位の韓国（▲6.8%）は、主に金属くず、鋼材の輸出が減少したことによる。 
4 位の台湾（▲13.8%）は、主にトランシップ貨物が減少したことによる。 
5 位のインドネシア（+39.3%）は、主に石炭の輸入が増加したことによる。 
6 位のベトナム（+34.8%）は、主に鋼材の輸出が増加したことによる。 

 

（２）主要品種別 

《輸出》                                                

順位（前年） 品種 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

１(1) 鋼材 1,081,333 1,071,146 10,187 19.4% 101.0% 

２(2) 金属製品 941,971 858,399 83,572 16.9% 109.7% 

３(3) ゴム製品 572,949 589,531 ▲16,582 10.3% 97.2% 

４(4) 金属くず 505,794 491,445 14,349 9.1% 102.9% 

５(8) 完成自動車 295,936 218,089 77,847 5.3% 135.7% 

   その他 2,165,444 2,193,211 ▲27,767 38.9% 98.7% 

合計 5,563,427 5,421,821 141,606 100.0% 102.6% 

《輸入》                                                

順位（前年） 品種 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

１(2) 鉄鉱石 5,552,468 5,356,319 196,149 30.6% 103.7% 

２(1) 石炭 5,242,932 5,962,484 ▲719,552 28.9% 87.9% 

３(3) LNG(液化天然ガス) 1,248,161 1,839,164 ▲591,003 6.9% 67.9% 

４(5) 自動車部品 518,961 499,023 19,938 2.9% 104.0% 

５(4) 非金属鉱物 479,217 525,439 ▲46,222 2.6% 91.2% 

   その他 5,103,935 4,907,608 196,327 28.1% 104.0% 

合計 18,145,674 19,090,037 ▲944,363 100.0% 95.1% 
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 《移出》                                                

順位（前年） 品種 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

１(1) 完成自動車（※） 26,203,068 27,701,109 ▲1,498,041 75.7% 94.6% 

２(2) 鋼材 2,407,603 2,328,331 79,272 6.4% 103.4% 

３(3) セメント 1,233,937 1,336,998 ▲103,061 3.7% 92.3% 

４(4) コークス 1,074,695 1,026,724 47,971 2.8% 104.7% 

５(5) 砂利・砂 967,140 884,274 82,866 2.4% 109.4% 

   その他 3,398,034 3,323,009 75,025 9.1% 102.3% 

合計 35,284,477 36,600,445 ▲1,315,968 100.0% 96.4% 

《移入》                                                

順位（前年） 品種 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

１(1) 完成自動車（※） 28,201,610 29,581,741 ▲1,380,131 74.8% 95.3% 

２(2) 鋼材 1,954,022 2,067,586 ▲113,564 5.2% 94.5% 

３(3) 石灰石 1,087,681 1,070,313 17,368 2.7% 101.6% 

４(5) 再利用資材 804,801 670,438 134,363 1.7% 120.0% 

５(4) 砂利・砂 726,149 704,648 21,501 1.8% 103.1% 

   その他 5,679,531 5,427,065 252,466 13.7% 104.7% 

合計 38,453,794 39,521,791 ▲1,067,997 100.0% 97.3% 

  （※）完成自動車には、フェリーや自動車専用運搬船で輸送されるトラックやシャーシ、商用車を含む。 

 

 

 

5 
 

（単位：トン）

（単位：トン）

 



外貿コンテナ貨物（内訳） 
（１）相手国（地域）別           

《輸出》                                                

順位（前年） 国・地域 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

1（１） 中国 103,050 103,225 ▲175 48.1% 99.8% 

2（２） 韓国 68,566 60,155 8,411 32.0% 114.0% 

3（３） 台湾 29,461 32,202 ▲2,741 13.8% 91.5% 

4（５） ベトナム 5,315 4,716 599 2.5% 112.7% 

5（４） 中国（ホンコン） 4,762 5,880 ▲1,118 2.2% 81.0% 

 その他 3,042  3,530 ▲488 1.4% 86.2% 

合計 214,196 209,708 4,488 100.0% 102.1% 

注）相手国（地域）別数値には、空コンテナを含む。 

《主な増減理由》 
2 位の韓国（+14.0%）は、主にゴム製品の輸出が増加したことによる。 
3 位の台湾（▲8.5%）は、主にトランシップ貨物が減少したことによる。 
4 位のベトナム（+12.7%）は、主に輸送用容器の輸出が増加したことによる。 
5 位の香港（▲19.0%）は、主に化学薬品の輸出が減少したことによる。 

 

《輸入》                                                

順位（前年） 国・地域 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

1（１） 中国 112,640 115,222 ▲2,582 53.8% 97.8% 

2（２） 韓国 61,347 59,176 2,171 29.3% 103.7% 

3（３） 台湾 20,160 21,831 ▲1,671 9.6% 92.3% 

4（４） 中国（ホンコン） 6,371 6,471 ▲100 3.0% 98.5% 

5（５） タイ 5,026 4,722 304 2.4% 106.4% 

  その他 3,987 3,729 258 1.9% 106.9% 

合計 209,531 211,151 ▲1,620 100.0% 99.2% 

注）相手国（地域）別数値には、空コンテナを含む。 

《主な増減理由》 
1 位の中国（▲2.2%）は、主に家具装備品、化学薬品の輸入が減少したことによる。 
2 位の韓国（+3.7%）は、主に自動車部品、ゴム製品の輸入が増加したことによる。 
3 位の台湾（▲7.7%）は、主にトランシップ貨物が減少したことによる。 
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（２）主要品種別 

《輸出》                                                

順位（前年） 品種 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

1（1） ゴム製品 27,906 26,810 1,096 22.1% 104.1% 

2（4） 産業機械 11,787 10,338 1,449 9.3% 114.0% 

3（2） 
染 料 ・ 塗 料 ・ 合 成 樹

脂・その他化学工業品  
11,689 12,590 ▲901 9.3% 92.8% 

4（3） 化学薬品 9,574 10,803 ▲1,229 7.6% 88.6% 

5（6） 輸送用容器 8,165 7,112 1,053 6.5% 114.8% 

6（5） 自動車部品 6,928 7,774 ▲846 5.5% 89.1% 

7（7） 鋼材 6,300 6,145 155 5.0% 102.5% 

  その他 43,965 45,208 ▲1,243 34.8% 97.3% 

合計 126,314 126,780 ▲466 100.0% 99.6% 

《輸入》                                                

順位（前年） 品種 令和７年 令和６年 増減 構成比 前年比 

１(１） 自動車部品 38,538 36,441 2,097 20.5% 105.8% 

２(3） 化学薬品 13,051 13,560 ▲509 7.0% 96.2% 

３(2） 家具装備品 12,314 13,625 ▲1,311 6.6% 90.4% 

４(４） 
染 料 ・ 塗 料 ・ 合 成 樹

脂・その他化学工業品  
11,095 11,784 ▲689 5.9% 94.2% 

５(５） 金属製品 10,984 10,861 123 5.9% 101.1% 

６(７） 電気機械 10,367 9,873 494 5.5% 105.0% 

７(６） 非鉄金属 8,476 10,289 ▲1,813 4.5% 82.4% 

  その他 82,899 82,783 116 44.2% 100.1% 

合計 187,724 189,216 ▲1,492 100.0% 99.2% 

注）主要品種別数値には、空コンテナを含まない。 
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